
 

Introduction: 

P1:この規約は 2018 年にアイルランド・ダブリンで開催された HETＩ国際会議におけるオープ ン

フォーラムに出席した HETI 会員からのフィードバックをもとに作成されました。倫理という課題に

どのように取り組むか会員同士で議論する場を望む会員の要望にしたがって、ダブリン会議中

に議論の場を設けることにしました。この初会議の結果、献身的で、経験や知識が豊富な以下

の会員で構成される HETI 倫理タスクフォースが結成されました。 

P2:この初回の会合以来、このタスクフォースは人と馬の相互作用の分野でサービスを提供する人々に

倫理、福祉の基準を提供する目的で精力的に活動をしてきました。 

P3 馬の福祉（Welfare）に関するガイドラインとともに、HETI は馬の福祉諮問委員会を、私達とと

もに働く馬の斬新で最善のケアに関するリサーチ、研究を会員に提供する目的で結成しました。これに

より、私たちが会員に提供する情報は、科学に基づいた馬の扱い方やトレーニングであることを保証で

きることになります。 

 

 



P4 本書は、各国で既存する基準やベストプラクティスを取り替える意図ではなく、そのような規約を

補完し包括的な倫理ガイドラインの提供を目的に作成されたものであると留意することが重要です。

また、本書は会員のフィードバック、定期的な評価に基づいて秩序改訂、進化するものです。 

 

HETI 理事執行委員会を代表して、献身、忍耐力とチーム精神によって本書を作成した HETI 倫理

タスクフォースに心から感謝を申し上げます。 

 

  



1. Overview: 概要 

HETI (The Federation of Horses in Education and Therapy International AISBL)は、1974 年

に設立された非営利団体であり、45 ケ国以上にまたがる会員により構成されています。 

1.1 Purpose of this document: 本書の目的 

 

この国際倫理ガイドライン宣言は HETI のミッションステートメント（理念）、コアバリュー（基本的価

値観）が業界で確実に満たされるため、専門家の実践と馬の福祉のために道徳的指針と何が正し

く何が間違っているかを提示します。本書は以下の分野における馬と活動をするサービス提供者の責

任を規定しています。 

精神的健康 

肉体的健康 

社会的介護、ケア 

教育 

自己啓発 

福祉 

社会的包摂（ソーシャルインクルージョン） 

このリストは網羅的なものではなくレクリエーション、スポーツに焦点を当てた馬の活動と HETI のサービ

スを明らかに区別することを目的としています。本書で使う”サービス提供者“には馬介在活動の実践

者、ファシリテーター、インストラクター、教育や、セラピストが含まれています。 

 

1.1.1. HETI Mission statement 

HETI のミッション（mission）は、以下に挙げることを通して、馬の介在活動（Equine 

Assisted Activities: EAA)と馬の介在療法（Equine Assisted Therapies: EAT）の分野

において慈善的、科学的、治療的 そして教育的な目的で活動をする世界中の団体や個

人の協力関係を促進することです。 

A:治療的、スポーツ、レジャーににかかわらず、リハビリテーション、教育方法に関するリサーチ。



以下（B 以下）の目的、またはそれらに関する、または類似する目的にに直接、または間

接的に関わる課題についてのリサーチ。 

B: これらの活動に関連する技術に関する結果の研究と普及 

C： 組織や連盟が馬介在活動と療法を実践すること、推奨される実施基準を採用することを促

進、奨励 

D: 団体役員、スポーツ専門家、医療、医療補助（パラメディカル）セラピストや教育関係

者がそれぞれの専門領域を踏まえながら馬介在活動の技術を取得することを推奨 

E: 治療的馬術活動を提供するための実践基準の作成。 

F: 業界で共通の言語を使いコアバリューを明確にするための、倫理基準と手順の文書化 

 

1.1.2:HETI のビジョン 

HETI は馬介在活動と馬介在療法に関わるすべての人のための国際的な業界権威的なリ

ソースになることを目指します。 

1.1.3:HETI コアバリュー 

HETI はこの業界で働く個人会員と所属団体間での友好、協力関係を保つ文化の促進に

尽力します。これによって、卓越性、、倫理、尊厳、多様性と、有意義なリサーチの機会に焦

点を置く事ができます。 

1.2. HETI メンバーシップコンプライアンス 

HETI の会員は前述の包括的な諸原則を遵守し、各自の役割に応じて以下にも従うことが

要求されます。 

• HETI サービス提供者倫理ガイドライン 



• EHTI 馬の福祉に関する倫理ガイドライン 

• 各国、現地の法律、規制 

 

1.3 HETI サービス提供者倫理ガイドラインの概要 

サービス提供者は、個人的な倫理、道徳的背景に関わらず、プロフェッショナルとして一貫した方向性を持つこ

とが必要です。報酬の有無に関わらず、サービス受益者、家族、馬、及び同僚を優先することが要求されま

す。 

HETI はサービス提供者が遵守するべき以下 5 つの基本原則を採用しています。それぞれの原則にいくつかの

特定の倫理基準が下記の通り定められています。 

1:危害を与えない。 

2:尊敬・敬意 

3:誠実性 

4: 能力 

5: 説明義務 

 

1.3.1.  危害を与えない 

危害を与えることを避け、他人から危害を受けないようにかつどうする。 

サービス提供者は以下の義務を負います。 

1;サービス、スタッフ、ボランティア、他のサービス利用者、訪問者、研究者、動物などによって引き起こされる可能性のある

危害をふせぐための適切な監視と防止を提供する。 

 

2. 危害を防ぎ、問題を解決し、不正行為を関係当局に報告するために直ちに行動すること。危害には身体的、

性的、感情的、精神的、そして評判、または先っ等やザギなどのフッ質的な損害も含まれる。 

3.  サービス受益者が適切な健康状態と個人的成長を達成できるようなサービスをていきょうする 

 

1.3.2. 原則 2:敬意・尊重 



敬意、尊重の定義は人も動物も本能的で無条件な道徳的価値観を持ち、その環状、願望、権利や慣習を常に尊重す

べきだという価値観である。 

 

サービス提供者は以下の義務を負う。 

 

１：サービス受益者、スタッフ、同僚、ボランティア、ビジター、と提供者が管理する馬の権利、尊厳、価値感を尊重する。 

 

2: 偏見のない態度で活動する。たとえば、宗教、民族性、性別、年齢、人種、障害、または性的指向など 

 

３：サービス受益者の自己決定権や選択権を尊重する。 

 

４： サービス受益者、保護者、または介護者が提案された活動を理解し、同意していることを確認するためインフォーム

ドコンセント（同意書）を取得する。同意を要請書に含まれる事項は以下のものが含まれる。 

 

 A: リスク 

 B:  プライバシーと個人情報の保護の限度 

 C: いつでもサービスを終了できる権利 

 D: 写真、録音、ビデオ撮影 

 E: 第三者の見学 

 F: サービス受益者、保護者と介護者への活動の木フョう、期間、及び費用 

 G: 身体的接触（サービス受益者の体に触れること） 

 

5:  個人情報やプライバシーに関する権利を尊重し、活動する。 

 A:サービス、活動の内容におおじた適切なレベルのプライバシーを提供する。  

 B: 個人情報とプライバシー保護に関する方針を文書化し、閲覧可能にする。 

 C;  サービス受益者に個人情報やプライバシー保護の限界、限度について通知する。 

 

6:  思いやりと気配りのある職場文化を維持する。 

 

1.3.3. 原則３： 誠実性 

 

誠実性の定義は正直で信頼でき、倫理原則や価値感を妥協することなく一貫して遵守する慣習である。 

 

サービス提供者は以下の義務を負う 

1.  自らの職業、業界全体の信用を失わないように行動すること。 

2. 提供するサービスの有効性、そして関連するリサーチの結果について誠実かつ正確であること 

A: サービス受益者に誤解を与えたり、サービスの有効性を誇張しない。 



 

3. プロとしての義務を尊重し、人に対して公平で透明に接すること。 

4. プロとしての公正な判断の行使を妨げる利益相反を避けること。 

5. プロとしての立場を使ってサービス受益者を利用する、あるいは二重関係を避けること 

a. たとえば、二重関係が避けられない場合は、サービス提供者はサービス受益者を守るため必要な措置

を講じ、明確かつ適切でで文化的に繊細な境界線（超えてはいけない線）を設定すること。 

 

1.3.4.   原則４：能力・適格性 

能力。適応性の定義は個人（または組織、団体）がある仕事や状況の中で効果的に行動できるために関連した能

力、献身、知識と技術を持っていることである。 

 

サービス提供者は以下の義務を負う 

１：自分の資格、活動の範囲について誠実で正確であること。 

 

2:自分の知識や専門領域、今日欲の限界を認識し、その限界を超えないように注意すること。自分の役割や責任につい

て誤解を与えないように行動すること。 

 

3:提供しているサービスを実施するために的確な資格、トレーニングを持っている、あるいはサービスを提供するための経験

が適切であることを実証できること。 

 

４；どのような手順、行動、プロセスを実行する能力があるかを認識し、サービス使用者に対して明示すること。 

 

5: サービス利用者、同量、馬と関わる際に必要な能力を維持するため、専門的な技術や倫理観を維持し、向上

させること。 

 

6: 従業員やボランティアからなるチームを運営するために手順やポリシーなど、十分な指導とトレーニングやミーティン

グを行い、専門能力向上の機会をを提供すること。 

 

1.3.5 説明責任 

説明責任とは自らの行動、決定とその結果に責任を追うことと定義される。法律を守るだけでなく、それ以上の意

味を持つ。 

 

1; サービス提供者が地域、国、そして国際的な法律や規約に従い、サービス利用者、一緒に働く人谷、所属する

専門家団体に対してサービス提供者が責任を負う方法を説明したポリシーを作成し、検閲できるようにすること。記

載されるべき事項は下記の通りである。 

a: 健康と安全―リスク評価方法や緊急時の手順を含む。 



ｂ：児童や弱者の保護 

C: 平等と多様性 

ｄ：データ保護を含む個人情報守秘義務 

e: 動物福祉 

ｆ：環境への影響 

ｇ：苦情 

ｈ： 孤立労働 

 

2:  すべてのサービス利用、ボランティア、従業員、、ビジターがこれらのポリシーを、そしてポリシーに更新や変更

がある場合にもそれを認識していることを保証する。 

 

３： すべての活動と、職場に対する保険付保を維持する。 

 

４：参加者の出席記録、活動報告書、評価報告書、自己報告書、安全保護対策書、そしてサービスの終了

の詳細等を書面にて管理する。 

 

５： 倫理原告が議論され、支持される職場環境を作ること。定期的に全ての方針や慣行が見直され、討論

され、倫理的なフィードバックループが存在することを含む。 

 

 

２．HETI 馬の福祉と倫理ガイドライン 

 

2.1  サービス提供者向けの倫理ガイドライン 

 

すべての馬の福祉を管理することはすべてのサービス提供者の倫理的責任であり、以下のことを配慮する必要があ

る。 

2.1.1. 馬が肉体的、精神的、または感情的な虐待、ネグレクト、苦痛を受けることは許されない。虐待が実際に

起こる、または起こりかねることはあってはならないし、馬の福祉はサービス提供者によって常に守られなければならな

い。 

 

2.1.2. 馬と顧客との間の交流は馬と顧客双方にメリットが有るように適切に監修、管理されなければならない。 

 

2.1.3. サービス提供者は馬と人との全ての交流がの福祉を維持することができるための知識と能力を持った適切な

人の監修下で行われることに倫理的な責任を追う。 

 



2.2  5 つの規定、福祉目的パラダイム 

 

HETI の馬の福祉倫理ガイドラインは、格好、地域の法律、監修、文化、規制条件の影響を受ている。さらに、

HETI は 5 つの規定、福祉目的パラダイムを支持する。これらの規定は動物、ここでは馬に対する肯定的、そして否

定的な経験と状況を含んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

規定       動物の福祉の目的 

１：良好な栄養: 

健康と活力を保つために必要な新鮮な水と飼料、餌

に常にアクセスできる。 

 

 

飢えやのどの渇きを最小限に抑え、食べることが快適

な経験となる。 

 

２：良好な環境 

日陰 / シェルターまたは適切なハウジング、換気のよ

い、快適な休憩エリアを確保する。 

 

 

不快感や露出を最小限に抑え、適切な温度、、身体

的、その他の快適性を促進する。 

 

３：健康 

病気や怪我の予防、迅速な診断と治療を行い、筋緊

張、姿勢、心肺機能を維持する. 

 

 

 

息切れ、吐き気、痛み、その他の不快な体験を最小

限に抑え、頑強で、活気があり強く、バランスのとれた

肉体活動、を楽しめる。 

 

４：適切な行動 

十分なスペース、適切な設備、相性の良い仲間など

環境を様々な意味で適切な状態を提供する。 

 

 

脅威や行動の不快な制限を最小限に抑え、有意義

な行動への参加を促進する。 

 

 

５：精神的にポジティブな経験 

安全で相性の合う、または種に適した快適な生活・体

験を提供する。 

 

 

 

快適さ、喜び、興味、自信、主導権を様々な形で促

進する。馬の行動や認知のプロセスに基づいた効果的

でヒューメイン（人道的）な馬のトレーニングを促進す

る。 

 

 

2.3 倫理声明 

HETI のすべての会員はこの業界におけるすべての人間と馬の福祉を守るためにここに記されたガイドラインを遵守する

倫理的義務を負う。

 



This is a translated document of HETI Ethical Guidelines. This document has been translated by 

Japan Therapeutic Riding Association (“JTRA”), Golva CO., LTD and Miyako Kinoshita. To view 

the original full document in English, go to https://hetifederation.org/resources/ethical-

guidelines/ or contact office@hetifederation.org. No liability or responsibility is assumed by The 

Federation of Horses in Education and Therapy International AISBL for the accuracy of this 

translation. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://hetifederation.org/resources/ethical-guidelines/
https://hetifederation.org/resources/ethical-guidelines/


 

Appendices and Endnotes 

 

Appendix 1: Five Freedoms for Animals[14] 

 

The Five Freedoms are internationally accepted standards of care that affirm every living 

being's right to humane treatment. These standards were developed by Britain's Farm 

Animal Welfare Council in 1965 and adapted by the Association of Shelter Veterinarians 

for companion animals in shelters. The Five Freedoms ensure that we meet the mental 

and physical needs of animals in our care:  

 

1.      Freedom from hunger and thirst by ready access to fresh water and diet to 

maintain health and vigour. This must be specific to the animal. For example, puppies, 

adult dogs, pregnant cats, and senior cats all need different types of food provided on 

different schedules.  

 

2.      Freedom from discomfort by providing an appropriate environment including 

shelter and a comfortable resting area. This means you should provide soft bedding and 

an area with appropriate temperature, noise levels, and access to natural light. If an 

animal is outside, it must have shelter from the elements as well as appropriate food 

and water bowls that will not freeze or tip over.  

 

3.      Freedom from pain, injury, or disease by prevention or rapid diagnosis and 

treatment. This includes vaccinating animals, monitoring animals, physical health, 

treating any injuries and providing appropriate medications.  



 

4.      Freedom to express normal behaviour by providing sufficient space, proper 

facilities, and company of the animal's own kind. Animals need to be able to interact 

with — or avoid — others of their own kind as desired. They must be able to stretch 

every part of their body (from nose to tail), and run, jump, and play. This can be 

particularly challenging when animals are housed in individual kennels.  

 

1. Freedom from fear and distress by ensuring conditions and treatment which 

avoid mental suffering. The mental health of an animal is just as important as its physical 

health — as psychological stress can quickly transition into physical illness. These 

conditions can be achieved by preventing overcrowding and providing sufficient 

enrichment and safe hiding spaces. Embracing the Five Freedoms supports the health 

and welfare of the animals in our care and provides adopters with the best possible 

insight into their personalities.  
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